
明谷多目的
集会施設

明 谷

明
谷

川

397.7

406.9

413.3

420.2

627.7

693.5

667.1

605.0

716.9

583.1

496.6

448.5

424.1

414.5

497.4

543.1

531.6

519.3

468.0

474.1

536.2

466.9

469.0

463.1

592.4

612.8

595.4

581.9

565.9

555.5

547.4

503.6

489.5

484.5

535.2

450

Ｗ

三
所
神
社

454.8

519.5

390.0

Ｂ-
1ブ
ロッ
ク

Ｃブ
ロ
ック

Ｄ
ブ
ロ
ッ
ク

L=4
3m×

1本

L=4
5m×

4本

L=45
m×
5本

L=4
5m×

4本
(S59
年)

L=延
長不
明×
4本

既
設
水
路
工
(S
51
・5
2年
)

L=
延
長
不
明
×
4本

既
設
水
路
工
(S
61年

)

L=延
長不

明×
4本

被
災
履
歴
有
り

被災履歴有り

Ｂ-
2ブ
ロッ
ク

L=延
長不
明×
4本

L=延
長不

明×
4本

既
設
水
路
工

既
設
水
路
工

Ａ-2
ブロ
ック

A-4孔

A-5孔

A-6孔

Ａ-1
ブロ
ック

Ｅブ
ロッ
ク

A-1孔

A-2孔

A-3孔

横ボ
ーリ
ング
工

目視
不可

能

横ボーリング工

L=65.0m×6本

横ボーリング工
L=45.0m×6本

横ボーリング工

L=30.0m×6本

横ボーリング工

L=30.0m×6本

A-8
号横

ボー
リン
グ工

L=3
5m
×6
本

B-3孔

B-5孔

B-2孔

B-1孔

横ボ
ーリ
ング
工

L=35
m×
5本(S60

年)

横ボ
ーリ
ング
工

L=35
m×
3本(S57

年)

WA-1（R5施工）

WA-2（R5施工）

（R6
施工
）

B-6孔

B-6’孔
水位観測専用孔

B-4孔

A-6号(R7施工)

B-7孔

A-5号(R7施工中)

A-7
号横

ボー
リン
グ工

L=3
5m
×6
本（R6

施工
）

横ボ
ーリ
ング
工

L=延
長不
明×
5本

横ボ
ーリ
ング
工

L=3
5m×

7本(S57
・58
年)

横ボーリング工(B-5)

L=35.0m×6本

モ
ノ
レ
ー
ル
架
設
L=40m

モノレール
架設L=2

00m

流末(波状管)
L=15m

流末(波状管)
L=10m

流末(波状管)
L=35m

流末(波状管)
L=20m

流末(波状管)
L=60m

L=120m

流末(波状管)

L=70m
流末(波状管)

A-9号

A-10号

A-11号

B-5号

B-6号

WA-1号

WA-2号

A-3号

A-4号

A-5号

A-6号

A-7号

A-8号

会社名

事業者名

図面番号 1　/　3

徳島県美馬県土整備事務所

Ａ1=1／1000

B-1・B-2ブロック平面図

Ｒ８馬土　明谷地すべり　つ・一宇明谷

明谷地すべり防止区域

美馬郡つるぎ町一宇明谷（第２分割）

　　　　　　　　　　　　地下水排除工事（２）

Ａ3=1／2000

工事名

図面名

縮尺

路線名等

工事箇所

実施設計図面

横ボーリング工(B-3)

L=45.0m×5本

横ボーリング工(B-4)

L=35.0m×6本

地下水排除工事（１）

地下水排除工事（１）

横ボ
ーリ
ング
工(S
61年

)

横ボ
ーリ
ング
工(S
58年

)

横ボ
ーリ
ング
工

横ボ
ーリ
ング
工(
S55
年)

横
ボ
ー
リ
ン
グ
工

横ボ
ーリ
ング
工

横ボ
ーリ
ング
工

横ボ
ーリ
ング
工



DL=510.000

家

小屋

As
R

露岩

既設横ボーリング工
L=45m×5本

(S58年)

B-1ブロック

B-2ブロック

既設横ボーリング工
L=45m×4本

(S59年)

崩積土層

風化軟岩層

軟岩層

0.00
0.35

7.10

9.30

13.85
14.35

20.00

0.001 0.01 0.1 1 10 100

地下水検層結果

kΩ･cm

B.G.
0 120

 B-2孔(R6)
 T.P.+579.41 m
 Dep = 20.00 m

0.00
1.50

3.95

9.55
11.40
12.75

16.00
16.65

22.00

地下水検層結果

kΩ･cm

B.G.
0 120

 B-3孔(R6)
 T.P.+564.89 m
 Dep = 22.00 m

0.001 0.01 0.1 1 10 100

0.00

9.40
9.65

15.00

地下水検層結果

kΩ･cm

B.G.
0 120

 B-1孔(R6)
 T.P.+606.94 m
 Dep = 15.00 m

0.001 0.01 0.1 1 10 100

D

CM

CM

D～CL

CM

D

CL

孔内傾斜計観測
自記水位計観測

種別

ブロック名

すべり形態

初期安全率

計画安全率

水位条件

解析手法

粘着力C

内部摩擦角φ

算定方法

地下水低下量

抑制工法

施工後の安全率

解析内容

B-1ブロック

崩積土すべり

Fs0＝1.00

PFs＝1.15

『地すべり防止技術指針及び同解説』の保全対象より

水位観測による最高水位(R7HWL)

フェレニウス法

11.0（ｋN/ｍ2）

27.2249°

地すべり土塊の層厚から粘着力Cを想定し
逆算法により内部摩擦角φを算出した。

横ボーリング工

HWL-7.0ｍ

Fs=1.15

す
べ
り
面
強
度

対
策
工

安定解析結果一覧表

年度

孔別

B-1孔

ＨＷＬ ＬＷＬ

孔内水位表（B-1ブロック）

１０．９７ １１．７１

Ｒ６

B-2孔 ２．３０ １３．４０

すべり面

安全率推移表（B-1ブロック）

目標安全率

B-1すべり面 １．１５

B-1
すべり面

会社名

事業者名

図面番号 2　/　3

徳島県美馬県土整備事務所

Ａ1=1／500

解析断面図（B-1・B-2ブロック）

Ｒ８馬土　明谷地すべり　つ・一宇明谷

明谷地すべり防止区域

美馬郡つるぎ町一宇明谷（第２分割）

　　　　　　　　　　　　地下水排除工事（２）

Ａ3=1／1000

Ｒ６ＨＷＬ

Ｒ６ＬＷＬ

Ｒ6ＨＷＬ

湧水

B-
2す

べ
り
面

HWL-3.0ｍ

Fs=1.08

ＰＷＬ

凡　　　例

地 質 区 分

礫混じり土砂

風化軟岩

崩 積 土

三 波 川
結晶片岩

…

地 下 水 位

強風化軟岩

令和7年度最高水位(R7HWL)・・HHWL

軟岩(安定岩盤)

抑制工導入後推定水位(PWL)

B.G.0 120

0.001 0.01 0.1 1 10 100

地下水検層結果

kΩ･cm

地下水検層結果図
比抵抗値増加量(120分)

令和6年度最低水位(R6LWL)

孔内傾斜計観測
自記水位計観測

孔内傾斜計観測
自記水位計観測

DL=450.00

T
P
.
4

R

R

As

K-2

K-3

既設横ボーリング工
(S57年)L=35m×3本
(S60年)L=35m×5本

R

 B-6’孔(R7)
L=11.50 m

0.00

2.20
3.90
5.40

8.00

11.40

16.00

 B-4孔(R7)
 T.P.+537.91 m
 Dep = 16.00 m

0.00

4.80
7.20
7.35
8.10
8.90

17.45
18.35

24.00

 B-5孔(R7)
 T.P.+511.36 m
 Dep = 24.00 m

0.00

2.60

11.90
13.50
15.10
16.00
16.55

22.00

D
D～CL

~

 B-6孔(R7)
 T.P.+491.62 m
 Dep = 22.00 m

0.00

3.85
4.75

8.25
9.85

15.00

 B-7孔(R7)
 T.P.+472.88 m
 Dep = 15.00 m

自記水位計観測
孔内傾斜計観測
地下水検層

自記水位計観測
孔内傾斜計観測
地下水検層

孔内傾斜計観測

地下水検層

自記水位計観測
孔内傾斜計観測
地下水検層

CL～CM
D～CL

CM

CL

D

~

CH

CM

~

CH

CM

~

CL

D

CL
D

CM

~ D
CL

CL

水位観測専用孔
自記水位計観測

軟岩層

崩積土層

~ CL
CM

B.G.0 120

地下水検層結果

kΩ･cm
0.001 0.01 0.1 1 10 100

地下水検層結果

kΩ･cm
0.001 0.01 0.1 1 10 100

B.G.0 120

地下水検層結果

kΩ･cm
0.001 0.01 0.1 1 10 100

B.G.0 120

地下水検層結果

kΩ･cm
0.001 0.01 0.1 1 10 100

B.G.0 120

(HHWL)

令和6年度最高水位(R6HWL)

令和7年度最低水位(R7LWL)

Ｒ7ＨＷＬ

Ｒ7ＬＷＬ

Ｒ7ＨＷＬ

Ｒ7ＬＷＬ

(HHWL)

既設横ボーリング工
L=延長不明×4本

横ボーリング工
L=35m×6本

R7

１．００

ＨＷＬ ＬＷＬ

１１．０９ １１．８５

Ｒ7

２．８０ １４．４４

B-3孔 － － １５.４８ １５．５６

ＰＷＬ

工事名

図面名

縮尺

路線名等

工事箇所

実施設計図面

横ボーリング工
L=35m×6本

横ボーリング工
L=45m×5本

地下水排除工事（１）

地下水排除工事（１）

旧観測孔



張 コン ク リー ト

V P 7 5  L = 0 . 5 m

V P 7 5  エルボ  4 5 °

1
5
0
0

1
5
0

4 0 01 6 5 4 0 0 3 6 0 3 5 0 3 6 0 1 6 5

2 2 0 0
1 0 0

2 0 0 2 0 0

3 2 0 0

2 6 0 0

2 0 0 2 0 0
1 0 0

3 0 0 0

1
:
0
.
3

塩 化ビニル管  V P 7 5  L = 2 . 0 m

V P 4 0

V P 7 5  エルボ  4 5 °

3 0 0

3 1 3

1 2 1 7

1 2 6 2

8 5 0

2 0 0

7 0 0

上向5°

水抜きパイプVP75
水抜きパイプVP75
L=0.522×2

裏 石 積

H
=
1
5
0
0
 
 
S
L
=
1
5
6
6

φ100

異種管継手φ100

高密度ポリエチレン管

VPφ100　L=400

VPφ150　90°エルボ

VPφ100　L=200

VPφ100　ソケット

VPφ100　L=400

床掘A=1.24ｍ2
埋戻A=0.09ｍ2（0.04+0.05）

ストレーナ4孔

125mm程度

5m
m
程
度

40

5mm程度

5m
m
程
度

125mm程度

ストレーナ3孔

40

5mm程度

ストレーナ3孔の設置方向

↑上

ストレーナ4孔の設置方向

↑上

L=5.0m

H=3.0m

W
=4
.5
m

W
=4.5m

H=3.0m

L=0.2m L=0.2m

孔口処理工

3孔
(有

孔
)7
.0
ｍ

4孔
(有

孔
)2
8.
0ｍ

L=
35
.0
ｍ

26.40ｍ

8.60ｍ

想定すべり面
Dep＝26.4ｍ

No.1
No.2

No.3 No.4
No.5

No.6

10°
10°10°

10°
10°

横ボーリング工

S = 1 / 2 5 0 S = 1 / 2 0

 礫質土

No.2孔

 軟　岩

No.6孔

排水ボーリング工

No.3孔

No.1孔

   計

計

保孔管ストレーナ

 ストレーナ4孔 ストレーナ3孔 　 計

158.40m 51.60m 210.00m 42.00m 168.00m 210.00m

No.1孔

計

No.4孔

No.5孔

No.2孔

No.6孔

No.3孔

No.4孔

No.5孔

7.00m 28.00m 35.00m8.60m26.40m 35.00m

正面図 断面図

35.00m

35.00m

35.00m

35.00m

35.00m

7.00m 28.00m 35.00m

7.00m 28.00m 35.00m

7.00m 28.00m 35.00m

7.00m 28.00m 35.00m

7.00m 28.00m 35.00m

8.60m26.40m

8.60m26.40m

8.60m26.40m

8.60m26.40m

8.60m26.40m

保孔管詳細図
S=1/4

足 場 工
S=1/100

実施設計図面

会社名

事業者名

図面番号 3　/　3

徳島県美馬県土整備事務所

構造図（B-5号）

Ｒ８馬土　明谷地すべり　つ・一宇明谷

明谷地すべり防止区域

美馬郡つるぎ町一宇明谷（第２分割）

　　　　　　　　　　　　地下水排除工事（２）工事名

図面名

縮尺

路線名等

工事箇所

流末処理

φ
10
0

内外面波付き（一重構造）
高密度ポリエチレン製波状管

S=1/5

L=35.0m

 10m当り流末処理

埋　戻

暗渠(φ100)

床　堀   0.90 m3

  0.70 m3

 10.00 m

土中部  L=35.0m

85
075
0

65
0

1
5
0
0

2 2 0 0
1 0 0

2 0 0 2 0 0

3 2 0 0

2 6 0 0

2 0 0 2 0 0
1 0 0

3 0 0 0

9×9mm t=3.5mm
ポリエチレン製ネット

等辺山形鋼
SUS304 25×25×3

SUS304 8×50
コンクリートアンカー

養生ネット　S=1/20

750

図　示

4
0
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5
0
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2
0
0

2 0 0

5
0
0

2
0
0

1
5
0

7
0
0

6 4 0

5 0 0

1 0 0

1
5
0

3
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0

13
00

50

50

50 650 50

780

2 4 0 0


